
進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

【課題】企画内容が毎年同じようなコンテンツとなっており，事業がマンネリ化している。
【対応方針】民間事業者との連携による新たな企画の実施し，更なる魅力アップを図る。

状況を示す写真や資料等

京都を代表する歴史的文化遺産や町並み等を日本情緒豊かな露地行灯やいけばな作品で繋ぎ，初冬及び早
春の季節感を魅力的に表現する。【頁７－５２】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

京都・嵐山花灯路－２０１９（令和元年１２月１３日（金）～１２月２２日（日））
【主な事業】
１　ロームが灯す「灯りと花の路」
　　日本情緒豊かな陰影のある露地行灯の「灯り」とボリューム感のあるいけばな作品の「花」で思わず歩きたくなる路を演出。
２　渡月橋周辺のライトアップ
　　渡月橋と山裾，水辺など周辺をライトアップし，雄大で美しい夜の自然景観を演出。
３　竹林の小径のライトアップ
　　野宮神社から大河内山荘庭園に至る散策路両側の竹林をライトアップし，頭上に広がる幻想的な情景を演出。
４　京都いけばな協会「いけばなプロムナード」
　　京都いけばな協会の協力により，「灯りと花の路」沿いに大型花器によるボリューム感のあるいけばな作品を展示。
【来場者数】１，００３，０００人

京都・東山花灯路－２０２０（令和２年３月６日（金）～３月１５日（日））→コロナの影響により中止

通年型観光及び宿泊型観光を推進するため当該事業を実施し，一定の来場者を集める効果があった。

【歴史的風致・基本方針との関係】寺社が多く存在し，＜祈りと信仰のまち京都＞の歴史的風致を形成している地域で行わ
れる当取組により，歴史的風致を再認識する機会となり，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

京都・花灯路事業
（京都府，京都市，京都商工会議所，京都仏教会，京都市観光協会，京都文化交流コンベンションビューロー
で構成される京都・花灯路推進協議会で実施）

評価軸③-32
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京都・花灯路

平成１４年度～

京都・東山花灯路－２０２０
京都・嵐山花灯路－２０１９
（令和元年１２月１３日（金）～１２月２２日

竹林の小径のライトアップ

中止

京都市－38



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

伝統産業業界において中核を担いつつある中堅技術者の意欲向上に資する京都市伝統産業「未来の名匠」認
定制度を実施。【頁７－５３】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

□４月８日～６月１４日　　　公募
□８月３０日～９月２０日　  工房調査を実施（申請者１３名）
□１０月４日　　　　　　　　　 過去の認定者による交流会開催
□１０月３０日 　     　　　　 申請者によるプレゼン審査(京都市伝統産業活性化推進審議会審査選考部会)
□１２月２３日　　　　 　 　　 認定式（技術功労者表彰式と合同で開催/市長出席/京都ホテルオークラ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　９業種１０名を認定。
　　　　　　　　　　　　　　　　  （京房紐，京人形，京印章，京焼・清水焼，京表具，京料理，京漬物，京菓子，清酒）
□３月２日～３月３１日　　  京都にて「未来の名匠」技の披露展
　　　　　　　　　　　　　　　　  京都駅ビル（３月２日～３１日）

【歴史的風致・基本方針との関係】＜ものづくり・商い・もてなしのまち京都＞の歴史的風致の重要な構成要素である伝統
産業を支える技術者を育成・表彰し，技術や関係業界の振興・発展・継承に努めることは，歴史的風致の維持向上に大きく
寄与し，伝統産業を活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

評価軸③-33
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京都市伝統産業「未来の名匠」認定制度

平成２２年度～

工房調査

認定式 技の披露展（京都駅ビル）

プレゼン審査
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

京都のまちの魅力や伝統文化を紹介するとともに，和装・工芸が一体となった京都の伝統産業PR展示会を行
い，新たな需要を開拓する。【頁７－５４】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，「京都知恵産業フェア２０２０」は中止。

（参考）「京都知恵産業フェア２０２０」
１　日程等
　　日　時：令和２年３月１１日（水）～１２日（木）　２日間
　　会　場：京都市勧業館みやこめっせ（京都市左京区岡崎成勝寺町９番地の１）
２　内　容：バイヤー向けの展示商談会

【歴史的風致・基本方針との関係】＜ものづくり・商い・もてなしのまち京都＞の歴史的風致の重要な構成要素である伝統
産業を，広くＰＲする取組により，これらの歴史的風致の維持向上に大きく寄与し，伝統産業を活かしたまちづくりが推進さ
れる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

評価軸③-34
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京もの国内市場開拓事業

平成２４年～

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-35
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統芸能文化創生プロジェクト

平成３０年～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

「五感で感じる和の文化事業」の成果を引き継ぎ，伝統芸能文化に関する保存・継承・普及等の総合的な観点
から，伝統芸能文化を取り巻く課題の改善や継承へ向けた提案に取り組む。【頁７－５７】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

＜令和元年度の実施内容と実績＞
①伝統芸能文化に係る総合相談窓口の設置　⇒相談件数：190件（令和2年2月17日まで）

②ネットワーク構築・リサーチ　⇒新規23件構築（令和2年2月7日まで）

③伝統芸能文化復元・活性化 共同プログラム　⇒応募：11件，うち採択：3件

④伝統芸能文化創生ネットワーク会議の開催　⇒令和2年2月8日開催

⑤シンポジウム＆公演「鬼と芸能」の開催　⇒令和2年2月8日開催

⑥各種講座・受託事業の実施　⇒イベント4件の開催，文化庁「伝統芸能用具・原材料に関する調査事業」受託実施

【歴史的風致・基本方針との関係】市民が生活の中で伝統文化・伝統芸能を身近に感じ，体験することができる機会を創出
し，今まで伝統文化・伝統芸能に親しんでいなかった層がこれらの伝統芸術に関わるきっかけとなり，伝統文化・伝統芸能
の維持・発展につながり，文化芸術を活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

日程：令和2年2月8日(土)13時～17時

場所：京都芸術センター

＜第一部：シンポジウム＞

基調講演：小松和彦（国際日本文化研

究センター所長）

パネリスト ：横山太郎（立教大学教授）

川﨑瑞穂（神戸大学・日本学術振興会特別研究員）

三宅流（映画監督）

＜第二部：公演＞

演目：鬼剣舞（岩手県・北藤根鬼剣舞保存会）

母ヶ浦の面浮立（佐賀県・母ケ浦面浮立保存会）

狂言「節分」（鬼：茂山千五郎，女：島田洋海）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史都市連盟への新規加盟の呼びかけ。加盟都市に対しては，連盟事業（歴史都市会
議への参加，機関紙への取組掲載等）への更なる参加を促す。

状況を示す写真や資料等

歴史都市という共通の絆で結ばれた都市が，将来にわたって日常的な交流を促進する。【頁７－６１】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

ロシアのカザン市で世界歴史都市連盟理事会を開催（２０１９年６月）。第１７回世界歴史都市会議開催に向けた調整，歴
史都市の取組等を掲載した連盟機関紙の発行，連盟公式ウェブサイトによる情報発信等を実施。

・第１６回世界歴史都市会議（トルコ共和国・ブルサ市開催。２０１８年９月開催）　参加都市　３８都市（２１か国）
・２０２０年３月現在の加盟都市数　１１９都市（６６か国）

【歴史的風致・基本方針との関係】国内外を問わず各歴史都市との交流や情報交換，京都市の歴史遺産の保存の取組の
発信を行うことにより，文化の発信・発展につながる結果，歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

任意団体（世界歴史都市連盟）の事業

評価軸③-36
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

世界歴史都市連盟を通した国際社会における京都の魅力発信の拡大

平成６年～

2019年世界歴史都市会議理事会（ロシア・カザン）の様

連盟機関紙の発行 公式ウェブサイトの運営
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